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1. はじめに 
近年，学士力や社会人基礎力という形で，コミュ

ニケーションスキルやチームで働く力，課題発見力

や問題解決力等が学生に求められている (1)．これを

受けて，大学では，所謂「主体的な学び」について

アクティブラーニング等を活用する形で実践が行わ

れている．情報活用は，これらをスムースに進めて

いくためにも必要な能力の 1 つといえる． 
本稿では，情報活用を促進させる各種課題につい

て，森が金沢大学の共通教育（所謂，教養教育）等

で実施している PBL （ Project ／ Problem Based 
Learning）型授業「情報発信リテラシーⅠ，Ⅱ」「情

報技術活用演習」「動画配信サービスを用いた情報発

信演習」「プレゼンテーション演習」「情報機器の操

作」の結果を踏まえて報告する． 
 

2. 学生の情報活用の現状 
ここ数年，大学に入学してくる学生は，教科「情

報」の授業を受けており（図 1 左），また情報モラル

についても学んできている（図 1 右）．その結果とし

て，単に使うだけであれば，文章作成，表計算，プ

レゼンテーション等の各種ソフトウェアを，ほぼ全

員が使用することはできる． 
これらのパソコンリテラシについてアンケートを

用いた自己評価とテストを用いた客観評価を比較す

ると，相関係数にして r=0.15 程度の低い正の相関し

か見られないという結果が得られている (2)．これか

ら学生自身ができると考えていても，実際にできる

かどうかは別問題であるといえるだろう． 

また，学生にパソコンを使って何をしているかと

聞いてみると，図 2 のようにレポート作成等ととも

に様々な情報検索も行っていることが分かる．この

ことから，学生はパソコン等の情報端末を扱ってい

ることがわかる． 
 

3. 情報活用を促すための課題 
前節を踏まえると，問題は，パソコンリテラシや

情報活用という言葉をどのように定義するかではな

いか．単に，パソコン上でソフトウェアの操作がで

きるというだけなら，学生は大体できているともい

えるのだ． 
そこで，ここでは情報活用を「問題解決のために

必要な情報に関する活動を主体的に行えること」と

位置づけ，そのための能

力を身につけさせる課題

の実践を報告する． 
問題解決のための…と

いう枕詞をつけたことか

らわかるとおり，課題の

基本的な有り様は，ICT
の活用方法そのものを学

ぶのではなく，ICT を活

用した結果として課題が

完成したとものとする． 
 

図 1 情報の授業を何時受けたか（左），情報モラルを何時学習したか（右） 

図 2 パソコンを使って何をしているか 
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3.1 プロジェクト・課題の具体例 
授業では，表 1 のように情報を活用して目標を達

成するプロジェクトを課している． 
表 1 授業とプロジェクト一覧 

授業 プロジェクト 
情報発信リテラシ

ーⅠ，Ⅱ 
情報発信サイトの作成とコミュニティ

の構築 
情報技術活用演習 電子教科書等の教材作成 
動画配信サービス

を用いた情報発信

演習 

動画配信番組の作成 

プレゼンテーショ

ン演習 
発表会の企画及び実施 

情報機器の操作 アンケート調査の実施 
 
これらのプロジェクトを実施するに当たって，学

生には，具体的な成果物を伴う形で課題を課してい

る．レポート課題としては，企画書作成，リーダー

シップとフォロワーシップのとりまとめ，企画書を

踏まえた実施計画書作成，各回授業における作業報

告書作成，プロジェクト報告，報告書作成である．

レポートでは，課題作成のファイルの種類や書式を

自由としているが，電子ファイルでの提出を義務づ

けている．手書きであっても電子ファイル化できる

のであれば認めている．内容については，インター

ネット等を使用した調査も自由に行って良いとして

いる．その上で，企画では具体的な数値目標，報告

書では目標を達成したことの証明等を求めている． 
なお，レポートの評価は，学生同士の相互評価を

中心としている． 
 

3.2 授業進行 
授業自体は，グループディスカッション中心に進

められていく．教室には，金沢大学総合メディア基

盤センター内に作られたアクティブラーニング等に

使用することを目的とした多目的教室 (3)を使用して

いる．授業内においては，情報活用の範囲を，電子

機器だけでなく，ホワイトボードや付箋紙といった

ものにまで広げ使用させている．またディスカッシ

ョンが惰性的にならないように，リーダーやフォロ

ワーが参加できない状況を突発的に作り出すなどし

ている． 
 

4. まとめ 
情報活用が前提となる形で様々なプロジェクトや

課題を出している．これは情報活用能力というもの

が，それ単体で意味のあるものではなく，様々な作

業や業務，活動の中で必要とされるものと考えるか

らだ．授業では，情報を活用しなくては解決できな

い場を準備し，その解決に向けた作業を提示してい

る．これによって，様々な情報を活用した行動を生

んでいくことを目指している． 
しかし，これが必ずしも上手くいっていると言え

ない．これらの情報活用だけでは，学生が，自身の

知識や実体験の範囲内で活用をすることになってし

まい，より高度な活用方法を見いだし得ない．そこ

で教員は，課題自体が既存の知識のみでは解決でき

ないようなものを用意する等の工夫が求められてい

く．さらに所謂ファシリテーターとしての側面から，

プロジェクトや課題の実施において，適切な介入も

必要である． 
また，これらのプロジェクトにおける最大の失敗

は「良い経験ができた」で留まることにつきるだろ

う．プロジェクト自体は，内発的な動機の維持等を

目的として，エンターテインメント性を持たせてい

るものが多い．そのために「これまでにない経験が

できて良かった」という感想を持つ学生が出てきて

しまう．これは一見成果が上がったように見えるが，

経験したという時点で学生が満足してしまっている

とも言える．重要なのは，経験したことで具体的に

何を得られたかで有り，それを言語化することがで

きるようになることである．この感想がでてしまう

と，学生にそこまでの成長を促すことができなかっ

たことになってしまう．現在は，この経験という言

葉を乗り越えるための方法論を検討している． 
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